


　千葉県では、年間450件ほどの発掘調査が行われ、房総各地の歴史と文化を伝える貴重な成
果が数多く得られております。
　こうした貴重な成果を、多くの皆様にわかりやすくご覧いただくため、平成13年度から出土
遺物巡回展「房総発掘ものがたり」を開催しております。10回目を迎えた本年度は、房総の古
墳時代を語る上で欠かすことのできない遺物の中から、古墳出土の石枕に注目し、「古墳に眠
る石枕」と題しまして、集中する地域の例や埋葬に伴う儀礼などを具体的にご紹介いたします。
　また、昨年度話題になった埋蔵銭の復元模型や平成22年度に県指定有形文化財となった吉原
三王遺跡の多くの墨書土器もご紹介してまいります。発掘調査によって掘り起こされた貴重な
資料を間近にご覧いただき、房総の歴史や文化を知る上での一助となれば幸いです。
　最後になりましたが、本展覧会の開催に当たり、ご協力をいただきました関係機関並びに関
係者の皆様に、心からお礼申し上げます。

　　平成23年７月２日
財団法人　千葉県教育振興財団 　
文化財センター長　大原　正義

ご協力いただいた方々と機関（敬称略）
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凡例
１　本書は、平成23年度出土遺物巡回展「房総発掘ものがたり」の展示解説図録です。
２　 展示資料は、会場によって異なります。また、本図録掲載された資料の中には、展示されないものもあります。
３　本書掲載の写真や挿図の提供あるいは転載については、本文中に明記しました。
４　 本展覧会の企画は、管理普及部長加藤修司の総括のもと、普及資料課長栗田則久・上席研究員森恭一が担当し、実

行委員会を経て確定しました。図録の執筆及び編集は栗田が行いました。
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石枕各部の名称

主な展示遺跡

石
いし

枕
まくら

・立
りっ

花
か

の移り変わり
（白井久美子2002より加筆・転載）
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　今からおよそ1,600前の古墳
時代中頃、下総地域を中心に「石
枕」という特徴的な遺物が古墳
への埋葬に使われるようにな
りました。全国では、120例ほ
どありますが、そのうちの約半
数は千葉県内から発見されてお
り、まさに、石枕集中地帯とい
えましょう。
　房総に集中する石枕も、古墳
時代前期に西日本で展開する石
枕を造り付けた石棺をモデルと
して独自に展開していったこと
が考えられています。
今回、５世紀の前半頃に始ま
り、６世紀の前半頃で姿を消す
までの約100年間のみに使われ
た県内の石枕を中心にご紹介し
ます。

弁天古墳弁天古墳

北の内古墳北の内古墳
堀之内1号墳堀之内1号墳

山之辺手ひろがり3号墳山之辺手ひろがり3号墳
大戸宮作古墳大戸宮作古墳外小代遺跡外小代遺跡

船形手黒1号墳船形手黒1号墳
成田成田

佐原佐原

銚子銚子
市川市川

千葉千葉

市原市原

茂原茂原

金塚古墳金塚古墳

東寺山石神2号墳東寺山石神2号墳

七廻塚古墳七廻塚古墳

上赤塚1号墳上赤塚1号墳

姉崎二子塚古墳姉崎二子塚古墳

猫作・栗山16号墳猫作・栗山16号墳

台方宮代遺跡台方宮代遺跡

大和田玉作遺跡大和田玉作遺跡

立花

石枕
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古
墳
時
代
の
香か

と

り

の

う

み

取
海

　江戸時代に利根川が改修され、現在の流路にな
るまでは、霞ヶ浦や印旛沼・手賀沼がひと続きの
内海となっていました。713年に編

へん

纂
さん

された『常
陸国風土記』によると、香

か

島
しま

郡の位置を、「････
南は下総と常陸の国境の安

あ

是
ぜ

の湖、西は流れ海
･････」としています。また、香取神宮の摂

せっ

社
しゃ

で
ある側

そば

高
たか

神社の伝承に、「香取の神の命により陸
む

奥
つ

より馬二千匹を捕らえて戻ったところ、陸奥の
神が追いかけてきたため、側高の神は潮

しお

干
ひる

珠
たま

で潮
を引かせ、馬を下総の地に渡らせた。その後、今
度は潮

しお

満
みち

珠
たま

で潮を満たし、陸奥の神が追いかけて
来ないようにした。」とあります。
　このようなことからも、下総国と常陸国の境に
は大きな内海が存在していたことを示しているよ
うです。

　この内海周辺には、多くの貝塚や古墳など、古
くから香取海や流入する河川を使った水上交通を
通じた独自の文化圏や経済圏が形成されていたこ
とが考えられています。
　特に、石材の産出が少ない房総では、石器や石
棺などの供給を、北関東に頼っていることが、石
材の鑑定などから明らかとなっています。これら
の石材も香取海や河川を利用して持ち込まれたの
でしょう。
　今回ご紹介します「石枕」のほとんどが、この
香取海周辺から発見されており、「常

じょう

総
そう

型石枕」
という名称も与えられています。

香
取
海
の
な
り
た
ち

香
取
海
の
文
化
圏

平成 23 年度出土遺物巡回展

縄文時代前期（約5,500年前）の海岸線と主要
遺跡の分布（松戸市立博物館常設展示図録1994よ
り転載）

空から見た古代の房総
（『千葉県の歴史』1998より転載）
（衛星写真提供：東海大学情報技術センター
画像処理：トリプルアイ）

常総地域の石枕出土地点分布

香取海

東京湾

香取海

東京湾

太平洋
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石
枕
の
出
現

　特徴的な形の石枕を使用した埋葬方法は、房総
で突然発生したのではなく、その背景にはやはり
西の文化を考えることが必要です。
　この点で、古墳時代前期に西日本を中心に分布
する枕造り付け石棺の存在が注目されます。特に、
香川県や熊本県に分布の集中がみられます。これ
は、通称讃

さ

岐
ぬき

石と呼ばれる凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

や阿
あ

蘇
そ

溶岩など
の石材の産地が近くにあったことが主な要因と思
われます。
　時期的には、４世紀中頃に枕造り付け石棺の盛
行があり、５世紀になるとほとんど姿を消すよう

になります。すなわち、房総で石枕が採用される
段階には西日本ではこのような埋葬方法は衰退し
ていたことを示しています。
　奈良県天理市渋

しぶ

谷
たに

出土の単独の石枕は、渋
しぶ

谷
たに

向
むかい

山
やま

古墳出土の可能性も含めて前期後半と考えられ
ています。このような単独石枕が奈良県や兵庫県
の日本海側に少ないながらも存在していること
は、５世紀段階に房総で単独の石枕が採用される
要因として、畿

き

内
ない

などの影響が強かったのではな
いでしょうか。

古墳に眠る石枕

兵庫県豊岡市中ノ郷・深谷古墳群２号墳（豊岡市出土文化財管理センター提供）

熊本県玉名市院
いん

塚
づか

古墳石棺と石枕
（熊本市立熊本博物館提供）

岡山県備
び

前
ぜん

市
し

新
しん

庄
じょう

天
てん

神
じん

山
やま

古墳出土石枕
（岡山県立博物館提供）

奈良県天理市渋谷出土石枕
（関西大学博物館1998より転載）

常総地域以外の石枕関連遺跡分布

枕造り付け石棺
枕はめ込み石棺
単独石枕
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東
京
湾
の
石
枕
︱
千
葉
市

　墳丘の直径25ｍ前後の大きさの円墳で、
墳頂部に長さ6.8ｍほどの木

もっ

棺
かん

が置かれて
いました。その木棺内部の両側から、向き
合うように石枕が２点出土しています。
　頭を載

の

せる枕が２個体あるということは、
埋葬された遺体が２体あることを意味して
います。この古墳を分析・報告した沼澤豊
氏は、立花などの石製品に付いたキズから
注目される見解を示しています。このキズ
を専門家に鑑定依頼したところ、本来は森
林などに棲

せい

息
そく

し、人家などでは天井裏など
に活動するクマネズミの歯の噛

か

み跡である
ことが明らかとなりました。この噛みキズ
は、埋葬された木棺内で付けられたという
よりも、地上で付けられた可能性が高いと
しています。沼澤氏はこのような状況から、
埋葬する前の段階にかじられたキズであり、
それは「モガリ」儀

ぎ

礼
れい

を示すものであると
いう解釈を発表しました。
　『魏

ぎ

志
し

倭
わ

人
じん

伝
でん

』や『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』などに
殯（モガリ）に関する記載があり、文献 
史料からはその内容を知ることができます
が、考古学の側から「モガリ」についての
実態を言及した例として注目されています。

石い
し

神が
み

２
号
墳

平成 23 年度出土遺物巡回展

東寺山石神遺跡全景

埋葬施設遺物出土状況

立花・石製模造品・鉄製品
（国立歴史民俗博物館所蔵）

立花に付けられたネズミの噛み跡
（沼澤豊1977より転載）

石枕
（国立歴史民俗博物館所蔵）

石神２号墳
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東
京
湾
の
石
枕
︱
千
葉
市
２

　墳丘径31ｍほどの円墳で、墳頂部に２
基の木棺が並べられていました。その内
の１基の木棺から石枕や立花、農工具な
どの石製模造品が多くみつかっていま
す。ここから発見された石枕は特徴があ
り、基盤面に鍵

かぎ

手
て

文と呼ばれる特殊な文
様が浮き彫りされています。
　石枕に伴う立花は、合計６個出土して
おり、立花を差し込む孔よりも多い数で
す。中には、石枕の頭を載せる部分や底
面の下に残っているものもあり、遺体を
埋葬する際に孔の中に立花を差し込んで
いないことが明らかとなりました。

　墳丘径54ｍの大形の円墳で、３基の埋
葬施設が確認され、あまり類例のない文
様で構成された腕

わん

飾
しょく

形石製品や立花、刀
子などの石製模造品がみつかっています
が、石枕は確認されていませ
ん。茨城県東茨城郡大洗町常
陸鏡塚古墳のように、石枕を
伴わずに、立花のみが副葬さ
れる例は、石枕出現以前の古
い様子を表していると考えら
れることから、立花を用いた
埋葬方法の初期、上赤塚１号
墳より以前の５世紀初め頃の
古墳と思われます。

上か
み

赤あ
か

塚つ
か

１
号
墳

七な
な

廻ま
わ
り

塚づ
か

古
墳

古墳に眠る石枕

立花・石製模造品
（千葉市教育委員会所蔵）
（千葉市指定文化財）

遺物出土状況
（『千葉県の歴史』2003より転載）

腕飾形石製品

古墳全景

石枕周辺遺物出土状況

立花（㈶千葉県教育振興財団保管）

石枕（㈶千葉県教育振興財団保管）

埋葬施設
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東
京
湾
の
石
枕
︱
市
原
市

　東京湾に注ぐ養老川流域最大の古墳群と
して知られる姉崎古墳群中にある全長114
ｍの大型前方後円墳です。５世紀前半頃の
海
うな

上
かみ

国を代表する首長墓と考えられていま
す。
　前方部と後円部の両方に木棺直葬と思わ
れる埋葬施設があり、後円部からは銅鏡３
枚、立花４点、前方部からは石枕１点、銀
製耳飾り２連などが見つかっています。石
枕は良質の滑石を用い、２段の高縁と側面
及び背面に直

ちょっ

弧
こ

文
もん

が彫り込まれています。
きわめて丁寧
な研磨が加え
られ、全体に
装飾性を帯び
た完成度の高
い優品です。

姉あ
ね

崎さ
き

二ふ
た

子ご

塚づ
か

古
墳

平成 23 年度出土遺物巡回展

古墳全景（横から）
（『千葉県の歴史』2003より転載）

古墳全景（上空から）
（『千葉県の歴史』2003より転載）

市原市柏原出土石枕
（『千葉県の歴史』2004より転載・個人蔵）

立花
（『千葉県の歴史』2003より転載）

石枕（国指定重要文化財）・銀製耳飾り
（複製展示、原品（立花含む）國學院大學所蔵）

銀製耳飾り
（『千葉県の歴史』2003より転載）
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香
取
海
の
石
枕
︱
手
賀
沼
周
辺

　全長35ｍの前方後円墳で、後円部に長さ５ｍほど
の木棺直葬の埋葬施設が１基存在しています。内部
からは、石枕１点、立花９点の他、刀

とう

子
す

などの石製
模造品、大量の臼

うす

玉
だま

が出土しています。
　石枕は滑石製で、13カ所の立花受孔が掘り込まれ
ています。
　出土した遺物などから、５世紀中頃の古墳と考え
られます。
　石枕を出土する古墳は円墳がほとんどですが、こ
の古墳は前方後円墳の例として注目されます。

　直径 20 ｍほどの円墳で、石枕１点、立花
１点の他に、武具である短

たん

甲
こう

や埴輪などが発
見されています。

　埴輪が伴うことから、石枕出土古墳の中で
は新しい時期と考えられ、６世紀初め頃のも
のとされています。

柏
市
弁べ

ん

天て
ん

古
墳

我
孫
子
市
金か

ね

塚づ
か

古
墳

古墳に眠る石枕

石枕等出土状況
（甘粕健他1969より転載）

石枕と立花
（我孫子市教育委員会提供・所蔵）

立花（上段）・石枕（下段） 石製模造品等

石枕等出土状況
（柏市教育委員会提供）

（古谷毅他1993より転載・柏市教育委員会所蔵）
（柏市指定文化財）
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成
田
市
の
石
枕
１

　遺跡内に３基の古墳があり、南北25ｍ、東
西21ｍの円墳である１号墳から石枕が出土し
ています。墳頂部に２基の埋葬施設があり、
北側の２号施設から石枕１点の他に、刀子形
の石製模造品や多くの臼玉が見つかっていま
す。
　石枕は、１段の高縁を持ち、７カ所の立花
受孔が開けられて
いますが、この埋
葬施設からは立花

が確認されていません。また、裏側には頭と
首を載せる部分を粗く削った跡が残っていま
す。おそらく、石材の大きさが十分ではなく、
製作途中で断念し、反対側を彫り直したもの
と思われます。
　石枕の製作には、石材の大きさによる制限
があったことを示す興味深い資料です。

　直径25ｍほどの円墳で、墳頂部から２基の
埋葬施設が検出され、第１施設から、石枕１
点と立花４点及び多量の臼玉が、第２施設か
らは銅鏡１面などが出土しています。
　石枕は、２段
の高縁を持ち、
１段目の平坦面
に10カ所の立花
受孔と１カ所の
小さな孔が掘り
込 ま れ て い ま
す。全体に丁寧
な調整が加えら
れています。立
花は４点出土し

ていますが、石枕の孔の数とは一致していま 
せん。
　５世紀前半頃の古墳と考えられます。　

台だ
い

方か
た

宮み
や

代し
ろ

遺
跡

船ふ
な

形が
た

手て

黒ぐ
ろ

１
号
墳

平成 23 年度出土遺物巡回展

石枕出土状況
（㈶印旛郡市文化財センター提供）

立花
（成田市教育委員会所蔵）

石枕（裏）石枕（裏）

石枕

台方宮代１号墳埋葬施設
（㈶印旛郡市文化財センター提供・成田市教育委員会所蔵）
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　前方後円墳３基を含む総数56基の古墳で構
成される猫作・栗山古墳群中にある16号墳は、
直径23ｍほどの円墳です。
　長さ7ｍほどの木棺直葬の埋葬施設内から、
３点の石枕と立花、石製模造品、多くの臼玉
などが出土しています。石枕は、木棺の北側・
中央・南側に置かれ、それぞれに立花や石製
模造品などが伴っています。石神２号墳と同
様にモガリの儀礼を経た後に３人一緒に埋葬
されたと考えられています。
　北側石枕の基底部平坦面右側には、部分的
に鋸

きょ

歯
し

文
もん

が刻まれています。石枕に文様が見
られる例は、県内では東京湾岸の千葉市上赤
塚１号墳と市原市姉崎二子塚古墳にあり、多
くの出土例がある香取海周辺ではこの古墳の
みにしか確認されていません。

猫ね
こ

作さ
く

・
栗く

り

山や
ま

16
号
墳

古墳に眠る石枕

北側石枕 中央石枕

石枕

南側石枕

埋葬施設内石枕出土状況（『千葉県の歴史』2003より転載）

成
田
市
の
石
枕
２

（『千葉県の歴史』2003より転載・成田市教育委員会所蔵）
（県指定有形文化財）

鋸歯文

古墳全体図
（『千葉県の歴史』2003より転載）
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成
田
市
の
石
枕
３

　瓢塚古墳群は、成田ニュータウン地区に広
がる公津原古墳群に含まれます。50基ほどの
古墳で構成され、その中の32号墳は直径27ｍ
の円墳で、墳頂部に２基の埋葬施設があり、
１基から石枕が１点確認されました。２段の
高縁があり、１段目に９個の立花受孔が設け
られています。立花や石製模造品は伴ってい
ません。５世紀後半頃のものと思われます。

　遺跡内の２号墳は、直径15mほどの小形の
円墳で、墳頂部の埋葬施設内から石枕１点の
他、鉄

てつ

鏃
ぞく

や勾玉などが出土しています。
　石枕は、全体に粗い作りで、高縁外側がか
なり狭くなっています。立花受孔は、密に11
カ所確認されますが立花は出土していません。
　５世紀後半頃のものと考えられます。

瓢ひ
さ
ご

塚づ
か

32
号
墳

小お

野の

小こ

仲な
か

内う
ち

遺
跡

平成 23 年度出土遺物巡回展

曽
そ

根
ね

古墳出土石枕
（成田市教育委員会所蔵）

芦
あし

田
だ

出土石枕
（成田山霊光館所蔵）

埋葬施設状況
（㈶香取郡市文化財センター1993より転載）

成田市内出土石枕
（成田山霊光館所蔵）

石枕
（成田市教育委員会所蔵）

石枕
（『千葉県の歴史』2004より転載・千葉県立房総のむら所蔵）
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神
崎
町
の
石
枕

　南北 20 ｍ、東西 14 ｍほどの方形あるいは
長方形の古墳と考えられています。２基の埋
葬施設が墳頂部に掘り込まれ、２号施設から、
石枕１点、立花５点の他、刀子などの石製模
造品や多量の臼玉、直

ちょく

刀
とう

などの副
ふく

葬
そう

品
ひん

が発見
されています。
　石枕は１段の高縁を持ち、５カ所の立花受
孔と、４カ所の副孔がほぼ等間隔で開けられ
ています。５カ所の立花受孔のうち、３カ所
で立花の軸部が折れた状態で残っていまし
た。立花が孔にささった状態で出土すること
はほとんどありませんが、ある時点で石枕に
立花が装着されていたことを示す資料として
注目されます。

北き
た

の
内う

ち

古
墳

古墳に眠る石枕

伝大貫古墳出土石枕
（神崎小学校所蔵）

佐藤古墳出土石枕
（千葉県立房総のむら所蔵）

植
うわ

房
ぼう

浅
せん

間
げん

出土石枕
（千葉県立中央博物館所蔵）

埋葬施設状況

石枕周辺遺物出土状況
（鬼澤昭夫2005より転載）

石製模造品・臼玉
（鬼澤昭夫2005より転載・神崎町教育委員会所蔵）

石枕と立花
（鬼澤昭夫2005より転載・神崎町教育委員会所蔵）
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香
取
市
の
石
枕

　長辺30ｍ、短辺14ｍの
長方形古墳で、墳頂部
に４基の埋葬施設があっ
たとされ、３基の埋葬施
設から、石枕１点と立花
３点などが出土していま
す。石枕は、高縁及び立
花受孔を持たない特異な
形をしています。また、石枕の下から同じ石材の
石片が３個出土し、うち１個は石枕と接合しまし
た。一緒に見つかった立花は、４個の勾玉を立体
的に背中合わせに組み合わせた形で、軸部内側は
空洞となっています。このタイプは他に例のない
特殊なものです。
　県内の石枕を使った埋葬方法の出現期にあたる
５世紀初め頃の古墳と考えられています。

　直径23ｍほどの円墳で、墳頂部に１基の埋葬施
設があり、内部から石枕１点、立花３点などが
出土しています。石枕は、２段の高縁と13カ所
の立花受孔が開けられ、ほぼ円形の形をしてい 
ます。
　５世紀後半頃のものと考えられます。

　石枕は、１段の高縁を持ち、９カ所の立花受孔
が掘り込まれ、12カ所の孔があります。全体に赤
や緑あるいは白色の顔

がん

料
りょう

が塗られています。石枕
を使った埋葬の最後の段階にあたる６世紀前半頃
のものと考えられています。千葉県内では最も新
しい時期の石枕となるでし
ょう。

　長辺19ｍ、短辺16ｍほど
の長方形古墳で、墳頂部の
埋葬施設から石枕１点、立
花８点、石製刀子８点、多
くの臼玉などが出土してい
ます。石枕は、２段の高縁
を持ち、１段目の平坦面に
12カ所の孔が見られます
が、径の大きい９個が立花
受孔と思われます。この古
墳は、５世紀後半頃の築造
と考えられています。

山や
ま

之の

辺べ

手
ひ
ろ
が
り
３
号
墳

堀ほ
り

之の

内う
ち

１
号
墳

禅ぜ
ん

昌し
ょ
う

寺じ

山や
ま

古
墳

大お
お

戸ど

宮み
や

作さ
く

１
号
墳

平成 23 年度出土遺物巡回展

石枕（『千葉県の歴史』2004より転載）

石枕と立花（堀之内１号墳）
（『千葉県の歴史』2004より転載）

彩色された石枕（禅昌寺山古墳）
（『千葉県の歴史』2004より転載）

立花
（香取市教育委員会所蔵）

石枕と立花（大戸宮作１号墳）
（原田享二他1987より転載）

仁
に

井
い

宿
じゅく

十
じゅう

三
さん

塚
づか

出土石枕
（千葉県立中央博物館所蔵）

石枕等出土状況
（『千葉県の歴史』2003より転載）
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そ
の
他
の
石
枕

玉
作
り

　玉作りは、弥生時代の管
くだ

玉
たま

を主体とした製
作から始まります。古墳時代前期になって関
東地方にも玉作りが広がりますが、千葉県は
開始が遅く、前期後半の４世紀代に見られる
ようになります。製作技法をみると、北陸地
方から技術がもたらされたものと考えられて
います。
　このような玉作りの技術を受けて、古墳時
代中期、５世紀代に石枕や立花、各種の石製
模造品が作られるようになります。その遺跡
の分布は、成田市八

やつ

代
しろ

玉作遺跡群や大和田玉
作遺跡群のある印旛沼東岸地域から東側の利
根川南岸、すなわち、香取海南岸地域に集中
する傾向が強くあります。他には、東京湾岸
の千葉市から君津市にかけて点在していま
す。
　石枕や立花及び石製模造品を出土した古墳
の分布と石製模造品製作遺跡の分布がきれい
に重なっており、石枕などの副葬品が近くの
石製品製作工房で作られたことが想定されま
す。石枕や立花が製作遺跡から発見されたこ
とはありませんが、高度な技術が必要であ
り、専門の工

こう

人
じん

が工房で作ったことは明らか
でしょう。香取市山之辺手ひろがり３号墳か
らは、石枕とともに製作段階に生じたと思わ
れる破片が一緒に埋葬されていました。この
ことや製作遺跡に未製品がないことなどを考
え合わせると、石枕や立花は被葬者の注文に
よって製作された受注品であった可能性が高
いと思われます。

玉
作
り

古墳に眠る石枕

八千代市神
か

野
の

芝
しば

山
やま

４号墳出土石枕
（八千代市教育委員会所蔵）
（八千代市指定文化財）

酒々井町大
おお

鷲
わし

神社古墳出土石枕
（酒々井町教育委員会所蔵）

佐倉市先
まっ

崎
さき

出土石枕
（佐倉市教育委員会所蔵）

佐倉市上勝田出土石枕
（国立歴史民俗博物館所蔵）

成田市外
そと

小
こ

代
だい

遺跡の未製品類

玉作り・石製模造品製作遺跡分布図
（『千葉県の歴史』2004より転載）

●玉作遺跡
●石製模造品製作遺跡




